
＊
中
国
に
お
け
る
日
本
書
ブ
ー
ム

東
ア
ジ
ア
の
ど
の
都
市
へ
行
っ
て
も
、
必
ず
一
度
は
書
店
を
の
ぞ

く
こ
と
に
し
て
い
る
。
中
国
や
台
湾
の
書
店
で
新
刊
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
の
は
も
は
や
習
慣
だ
し
、
数
年
前
か
ら
韓
国
語
を
学
び
始
め
た
の

で
、
韓
国
の
書
店
で
、
韓
国
語
の
知
識
を
総
動
員
し
て
ハ
ン
グ
ル
を

解
読
す
る
の
も
楽
し
い
。

も
っ
と
も
最
近
は
ど
こ
の
地
域
で
も
、
ネ
ッ
ト
書
店
の
方
に
勢
い

が
あ
っ
て
、
実
店
舗
型
書
店
は
年
々
衰
退
し
て
い
る
。
特
に
中
国
で

は
、
都
市
部
の
家
賃
高
騰
の
あ
お
り
も
あ
っ
て
、
民
営
の
小
規
模
書

店
が
次
々
と
移
転
，
閉
店
し
て
し
ま
っ
て
い
て
、
が
っ
か
り
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
今
春
、
久
々
に
南
京
を
訪
れ
て
、
お
気
に
入
り

の
「
先
鋒
書
店
」
が
以
前
と
変
わ
ら
ず
営
業
し
て
い
る
の
に
安
堵
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
ち
な
み
に
南
京
の
先
鋒
書
店
は
、「
中
国
で
最

も
美
し
い
書
店
」
と
も
言
わ
れ
る
個
性
的
な
書
店
で
あ
る
。
南
京
に

行
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
是
非
行
っ
て
み
て
ほ
し
い
。）

し
か
し
今
回
先
鋒
書
店
の
店
頭
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の

日
本
人
作
家
の
本
を
目
に
し
た
。
村
上
春
樹
の
『
騎
士
団
長
殺
し
』

（
新
潮
社
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
翻
訳
版

（『
刺
殺
騎
士
団
長
』
林
少
華
訳
、
上
海
訳
文
出
版
）
が
出
た
ば
か
り
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
店
頭
の
一
番
目
立
つ
所
で
平
積
み
に
な
っ
て
い

た
。近

年
、
中
国
で
は
日
本
作
家
の
作
品
が
次
々
と
翻
訳
さ
れ
て
い
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
日
本
文
学
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
特
に
村
上
春
樹
と
東
野

圭
吾
の
人
気
は
高
く
、
例
え
ば
中
国
ア
マ
ゾ
ン
（
亜
馬
遜
）
を
見
て

み
れ
ば1
、
二
〇
一
七
年
度
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
に
、
東
野

圭
吾
は
『
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟
』（『
解
憂
雑
貨
店
』
南
海
出
版
公
司
、

二
〇
一
四
年
）
と
『
白
夜
行
』（
南
海
出
版
公
司
、
二
〇
一
三
年
）
が
、

村
上
春
樹
は
エ
ッ
セ
イ
集
『
職
業
と
し
て
の
小
説
家
』（『
我
的
職
業

是
小
説
』
南
海
出
版
公
司
、
二
〇
一
七
年
）
が
入
っ
て
い
た
。

子
ど
も
の
本
の
世
界
も
例
外
で
は
な
い
。「
文
化
通
信
」
は
二
〇

一
八
年
二
月
一
三
日
付
け
の
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
、「
ポ
プ
ラ
社
、

中
国
法
人
が
2
年
で
売
上
倍
増
」
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
た
が2
。
こ
の

東
ア
ジ
ア
児
童
文
学
の
ゆ
く
え 

⑥
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日
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